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カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りは上昇しました。

米中の製造業指数が良好な結果になったことなど
を背景に世界景気への過度な減速懸念が後退し、カ
ナダの金利は上昇、カナダ・ドルは対円で上昇しまし
た。原油価格の上昇も相場を後押ししました。

経済指標では、雇用統計が発表され、雇用者数は
予想に反して前月から減少しました。しかし、7か月ぶ
りの減少であり、今までの増加の反動の範囲内である
ことから、雇用情勢は依然として底堅いと見られてい
ます。

今週、カナダでは住宅関連の指標が複数発表に
なる予定です。米国ではCPI（消費者物価指数）の
発表が予定されています。足元では、トランプ米大
統領がFRB （米国連邦準備制度理事会）に対して、
低インフレを理由に利下げやQE （量的金融緩和）
を要求しています。CPIが市場予想を下回る結果に
なれば、市場の利下げ観測が強まることが予想され、
米国金利の低下圧力の強まりを背景にカナダの金
利の上値を抑えることが考えられます。

しかし、原油価格に関しては、産油国リビアでの軍
事紛争を背景にリビア産原油の供給が減少し、需給
が改善するとの思惑などから上昇基調となっている
ため、カナダの金利、通貨を下支えすることが予想
されます。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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当資料のお取り扱いにおけるご注意

■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、
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販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託フリーダイヤル0120-106212（営業日の9:00～17:00） HP https://www.daiwa-am.co.jp/

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

【カナダ・ドル　為替推移】 （2019年3月8日～2019年4月5日）
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（2019年3月8日～2019年4月5日）【カナダ　金利推移】
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【2019年3月30日～2019年4月5日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


